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表 2 β ∂ γ
2Dl 0.125 15 1.75
SDI ■0.31 5 1.25
3DH 0.35 5 1.4
SO∃ 0.25 5.4 1.1
CuFUD 0.22 5.8 p?
磁性体であることからその可能性について検討を試みてきた4)｡紙面の都合で評しくは述べない
が,CuFUHと同型でやや21)性の悪いCuF4Hとの比較からその可能性別 まとんどない｡§4.で述べたよ
うに2D性が良いこととイジング異方性が極端に小さいことが要因であることは間違いないと思わ
れるが.S=5/2であるhF2Hや強磁性体であるx2CuF4では,3Dへのクロスオーバーが見られること
,Tcでの比熱異常がCuFUHに比べればずっと顕著に出ていることなどを考え合せると,その実態は
量子効果と考えるべきかも知れない｡因みに,CuFUDでは顕著な量子効果がTN以下でのスタガー ド
磁化やTN以上でのスタガード帯磁率に反映されていることも分ってきているがこれについては又
別の機会に論じたい｡
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